
WAC Japan 入会申し込み項目

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご住所

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス

WAC-８京都開催決定 WAC-８京都開催の予定

WAC Japan 始動
　現在、WAC-8 はWAC Japan（NPO法人認可
申請中）という団体のもとに実行委員会組織を
立ち上げて運営の準備を進めています。右記の
日程・内容での開催を予定していますが、研究
討議のセッションテーマの詳細は今後、つめて
いく予定です。多くの日本の考古学関係者にご
参加いただきたいと考えています。

WAC Japan 参加・協力のお願い

　4 年ごとに開催される世界考古学会議 (World
Archaeological　Congress、'WAC' と略称 ) の第
８回大会が 2016 年、京都にやってきます。　　
　WAC は約 130 カ国に会員をもつ最大規模の考
古学の国際学会で、その総会は、世界各地から
考古学者が集まり学術研究発表だけでなく文化
遺産と社会問題を論じる大規模国際フォーラム
です。京都大会ではこれまでの実績から 1500－
2000 名ほどの参加者が予想され、例をみない規
模の考古学者の国際的な会合となるでしょう。

世界考古学会議第 8回大会（WAC-8) が
2016 年に京都で開催されます！

　WAC-8 京都運営のための組織WAC Japan（NPO法人認可申請中）では、運営や内容につい
て多くの方にご意見や協力をもとめています。みなさんも会員としてWAC Japan に参加し、
ともにWAC-8 の運営にかかわりませんか？入会希望者は下記の項目をメール送付願います。
入会金は、1000 円です。入会申し込み名で、下記口座にご入金ください。

WAC Japan 事務局連絡先：　若林邦彦・津村宏臣
〒610-0394　京田辺市多々羅都谷1-3　 同志社大学京田辺キャンパス 機械系実験実習棟IJ108  TEL : 0774-65-7308

e-mail： wacjapan.office@gmail.com
HPアドレス：http://cksch.doshisha.ac.jp/wacjapan/index.html

日　　時　：　2016 年 8月 28 日～ 9月 2日
　　（登録日 1日・研究発表 4日・エクスカーションツアー 1日）
主要会場　：　同志社大学今出川校地
予想参加者：　1500 ～ 2000 人
　　　　　　　　　（研究発表者 700-800 人前後）
主要テーマ：　世界各国の考古学研究の国際比較・
　　　　　　　文化財保護や文化遺産と社会・先
　　　　　　　住民やマイノリティの文化保護・
　　　　　　　災害と考古学など（今後整備予定）

ュビンョシンベンコ流交化文都京　：     助援金資
　　（予定）　　ーロー・ウェンナーグレン財団
　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　ほか 
主　　催　：　WAC-8 京都実行委員会
　　　　　　　　・日本学術会議（共同主催申請中）

京都府・京都府教育委員会・京都市　： ）定予（ 援後
・小豆島町・日本考古学協会・考古学
研究会・日本文化財科学会・日本西ア
ジア考古学会・東南アジア考古学会・
日本中国考古学会ほか

京都銀行　三山木支店　普通口座　口座番号　３２２５０６１
名義　WAC JAPAN 事務局　（津村宏臣）

※この会議に関連して、市民参加型の講演会・シンポジ
ウムなども同時開催予定です。



WAC-8 京都実行委員会

委員長 都出比呂志  大阪大学名誉教授（WAC Japan 代表理事）
副委員長 和田晴吾 立命館大学特任教授（WAC Japan 専務理事）
副委員長 松藤和人 同志社大学教授（WAC Japan 専務理事）
事務局長 泉 拓良 京都大学特定教授（WAC Japan 専務理事）  

その他、現在、70名程度の考古学・埋蔵文化財関係者が
実行委員・協力者として準備作業にご参加いただいています。 

WAC-8 京都の目的ーなぜ日本で？ー

　私たちは、2012 年ヨルダンでのWAC-7 で、下記のように主張して世界考古学会議京都
開催の必要性を伝えました。世界考古学会議日本開催の目的です。

・日本や世界中で、この 10 年の経済状況や政策によって文化財保護や考古学の将来像が
縮小・不安定化しています。特に日本では東日本大震災後の文化財調査をめぐって日本考
古学が重要な局面をむかえています。

・WACの取り組んできた先住民問題や文化の多様性の問題は、このような、考古学・文
化遺産保護の困難な状況下でこそ、話し合うことが有意義ではないでしょうか。文化財保
護において考古学が一定の役割をはたし、同時に大きな問題に直面もしている日本は、こ
のような議論を行う上で最適の地といえます。

・世界各地の文化遺産について、植民地時代の負の遺産をともに自らの問題として検討・
反省して、未来への方向性を論じる機会を持ちたいと思います。さらに、災害考古学とし
て、災害と遺跡調査や遺跡にみえる過去の災害痕跡の研究などに総合的に取り組むための
議論も行いたいと考えています。

　WAC-8 京都は、様々な考古学研究の発表の場であるとともに、世界中の考古学者が集
まってこのような問題を話し合う、東アジアで初めての機会となります。日本の考古学関
係者が協力して話し合いの場を作り、世界中の考古学者と問題を共有することが、我々の
望みなのです。



 

World Archaeological Congress 

WAC and the Local Organizing Committee of the 
Eighth World Archaeological Congress invite 
you to join WAC-8 in Kyoto, a traditional 
Japanese capital with incredible cultural heritage.
 
WAC-8 will be held at Doshisha University, and 
will include special symposia such as:

erutuf eht rof dna yadot ygoloeahcra retsasiD・  
 ygoloeahcra dna secneirepxe lainoloc-tsoP・  

practice
・Digital archaeologies

The call for WAC-8 themes will be made in 
early 2015,with calls for sessions to follow. WAC 
will support Indigenous peoples, students, and 
archaeologists from economically disadvantaged 
countries to attend.

For more information about WAC, visit:
www.worldarchaeologicalcongress.org

WAC-8 Kyoto
29 August to 2 September 2016



Main Venue
Doshisha University Imadegawa Campus
 http://www.doshisha.ac.jp/en/index.html

General Program (28/8/2016-2/9/2016)[Plan]
    August 28th :  Registration day / Opening Ceremony and Welcome Reception
    August 29th :  Workshops and Symposia Sessions / Poster Sessions / Keynote Speakers / WAC Council
    August 30th :  Workshops and Symposia Sessions / Poster Sessions / Keynote Speakers / WAC Council
     August 31st :  Mid Congress Tours (Kyoto, Osaka, Nara etc)
September 1st :  Workshops and Symposia Sessions / Poster Sessions / Keynote Speakers/ WAC Council
                                Congress Gala Dinner (at Miyako Messe)
September 2nd :  Workshops and Symposia Sessions / Poster Sessions / WAC Plenary

Access To Kyoto Access To Congress Venue




